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　大洗磯前神社は、古くから東国の守り神として人々の信仰を集めてきました。御祭神として祀られてい
る、大己貴命（おおなむちのみこと）・少彦名命（すくなひこなのみこと）は、医薬万病平癒、福徳、再縁、再
起、再興の神として広く崇敬されています。大洗磯前神社が向いている方角は、冬至の日の出の方向で
す。昼が一番短い時の日の出の方向を向くことで太陽（世の中）の再生を願う医薬の神様と言われていま
す。日本もコロナが明けて再生を願うばかりです。
　御祭神が降り立ったといわれる海上の聖地「神磯」の岩の上に立つ鳥居が、「神磯の鳥居」です。
鳥居から昇る日の出を拝もうと大勢の人が訪れます。　　　　　　　               （茨城県間税会連合会）
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　あけましておめでとうございます。
　会員の皆様には、お健やかに新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。また、平素より当連合会の会務
運営につきまして、深いご理解とご協力を頂いておりますことに、改めて感謝申し上げます。
　昨年も、新型コロナウィルス感染症が猛威を振るい、国民の社会生活、経済活動等の様 な々面に於いて
厳しい環境下におかれた一年でありました。全間連では、令和3年9月22日(水)四国間税会連合会の担当
で愛媛県松山市「愛媛県県民文化会館」において開催される予定であった「全間連第48回通常総会
(2021四国大会)」が早い段階で対面による開催が中止となり、前回の「第47回通常総会(2020仙台大会)」
に続いて2年連続で書面による総会となりました。また、全間連、各局間連、各単位会等、各々の活動も様々
な影響を受けております。
　全間連では毎年税制及び執行に関する意見・要望の提言を行っておりますが、令和3年度も「令和4年
度税制及び執行に関する要望書」の提出を致しております。令和3年8月6日に財務省及び国税庁に改正
要望書を提出したほか、11月25日に自由民主党が開催した「税制改正要望ヒアリング」に税制委員長及び
専務理事が出席し、要望書を提出するとともに、主な内容の説明を致しました。また、立憲民主党政務調査
会に対しましては、同党に代表選があること等から、ヒアリングに代えて、11月18日に要望書をメールにより送
信致しております。
　さて、令和5年10月からは、仕入税額控除の仕組みが「区分記載請求書等保存方式」から、いわゆる
「インボイス制度（適格請求書等保存方式）」に改められるなど、消費税制度も新たな時代を迎えておりま
す。これらの制度は、我が国にとって初めて導入される制度であり、国民にとって馴染のない制度でありま
すので、本年も当連合会では、「新型コロナウィルス感染症」の状況を注視しながら、これらの制度に適切に
対応できるよう、引き続き周知・広報活動に取り組んで参る所存であります。今後もご協力を宜しくお願い致
します。
　これまでも実施しております間税会の3大事業でありますが、今後も引き続き積極的に取り組んで参る所
存であります。令和3年度の「クリアファイル」の作成枚数は145,700枚、「税の標語」の募集点数は96,921点
となっております。また、令和3年度「消費税等に関するアンケート調査」につきましては、回答書の回収率が
97.5％で全国一が続いております。さらに、「組織の増強」につきましては、本年度の会員数は19,751人社と
なり若干減少しましたが、全国で見ますと僅差でありますが、昨年に引き続き12局連中１位であります。
皆様のご尽力に対し、心よりお礼を申し上げます。
　今後ともこれまでの方針を維持し、新たな目標に向かって各県間連と緊密な連携をとりながら間税会活
動の活性化に努め、これからも間税会を発展させていきたいと考えておりますので一層のご協力をお願い
致します。
　結びに、各県間連ならびに傘下各単位会の益々のご発展と、会員皆様のご繁栄を祈念いたしまして年
頭のご挨拶とさせて頂きます。

　　

　あけましておめでとうございま

関東信越間税会連合会 
の ぶ お

小 暮  進 勇
こ ぐ  れ

会 長
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　令和４年の年頭に当たり、謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
　関東信越間税会連合会の皆様には、健やかに新年をお迎えのことと心からお慶び申し上げます。
　旧年中は税務行政に対しまして、深いご理解と格別のご支援・ご協力を賜り、厚く御礼を申し上げます。
　昨年を振り返りますと、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響を受けた年でした。９月末には緊急事態宣
言等も解除され、経済活動も活発化しつつありますが、今後どのように推移するか予断を許さず、基本的な感染対
策を引き続き行っていく必要があります。
　当局といたしましては、引き続き、各々の納税者の置かれた状況や心情に十分配意し、迅速かつ丁寧な対応に努
めてまいりたいと考えております。
　昨年６月には、「税務行政のデジタルトランスフォーメーション－税務行政の将来像2.0－」を公表し、「納税者の利
便性の向上」と「課税・徴収の効率化・高度化」を２本の柱としつつ、「あらゆる税務手続きが税務署に行かずにでき
る社会」に向けた構想を示すとともに、課税・徴収におけるデータ分析の活用等の取組を更に進めていくこととして
います。
　経済活動のＩＣＴ化やグローバル化の進展に加えて、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に伴い、世の
中の変化するスピードが格段に速くなっております。
　また、経済社会のデジタル化を踏まえて、「電子帳簿保存法」の改正等がなされ、帳簿書類を電子的に保存する
際の手続きについて抜本的な見直しが行われています。
　こうした状況の下、「納税者の自発的な納税義務の履行を適正かつ円滑に実現する」という国税庁の使命を十
分に果たしていくためには、引き続き、小暮会長をはじめとする間税会の皆様のお力添えが必要不可欠であると考
えております。
　インボイス制度につきましては、昨年10月からインボイス発行事業者の登録申請の受付が開始されております。間
税会の皆様には、制度の円滑な実施のために、様 な々周知・広報活動にご協力いただき、心より感謝申し上げます。
このインボイス制度は、多くの事業者の皆様に影響を及ぼすものであり、事業者の皆様に制度の理解を深めていた
だき、それぞれの事業の実態に応じた対応や準備を進めていただくことが重要であると考えております。私どもとい
たしましては、引き続き、間税会が主催する説明会への講師派遣や署主催説明会などを行ってまいりますので、今
後ともご支援・ご協力をお願いします。
　また、間税会の皆様におかれましては、新型コロナウイルス感染症の影響により会活動が制限される中、国税庁
後援事業である「税の標語」の募集活動のほか、「世界の消費税」図柄入りクリアファイルの配布活動や研修会の
開催による消費税等に関する啓発活動など、各種活動に取り組まれております。更に、会員増強による組織拡大に
も取り組まれ、５年連続で全国一位を達成されていることに対しまして、皆様の活動成果であると敬意を表する次第
であります。
　こうした取組は、適正・公平な課税・徴収の実現に大いに貢献するものであり、これまでのご尽力に対しまして改め
て感謝申し上げます。
　間もなく令和３年分の確定申告が始まります。
　令和３年分の確定申告におきましても、納税者サービスの向上、更には、新型コロナウイルス感染症の感染防止
の観点から、マイナンバーカードを使用した自宅からのｅ－Ｔａｘ・スマホ申告の利用を例年以上に強力に推進してま
いります。
　また、令和３年分の確定申告会場は、昨年に引き続き、「人と人との距離」を確保するほか、来場者に対する検温、
会場の定期的な換気、アルコール消毒液の備付け、会場内の消毒作業及び飛沫防止パネルによる飛沫感染防止
策の徹底をするとともに、会場の混雑緩和のためオンライン事前発行を含めた入場整理券方式を実施し、新型コロ
ナウイルス感染症の感染防止策を講じてまいります。
　間税会の皆様におかれましては、確定申告の円滑な実施に向け、引き続き、局署の取組について、ご理解とご協
力をいただきますようお願いいたします。
　結びに当たり、新しい年が間税会の皆様にとりまして幸多き年となりますよう心から祈念いたしまして、新年のご挨
拶といたします。

　　　　　　　

関 東 信 越 国 税 局

局 長  成 田  耕 二
なり　  た　　こう    じ

令和４年の年頭に当たり、謹んで
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新潟間税会連合会 

群馬県間税会連合会 
会　長　中  島  祥  博

長野県間税会連合会 
会　長　倉 石 和 明　

会　長　安 達 　 實
茨城県間税会連合会 

会　長　高 野 幹 也

　新潟県間税会連合会は、コロナ禍で諸会議などもま
まならない中ではありますが、間接税の理解と認知度ア
ップの為、各地域の税務署のご協力を得ながら県内す
べての中学校より税の標語が応募されることを目標にし
ています。それぞれの市町村教育委員会へ租税教室
開催に向けての活動やクリアファイルの配布等接触機
会の少ない効率の良い活動を通じてその存在意義を
理解してもらい、間税会の仲間と会員の拡大につなげ
て参りたいと思います。

　今年度に於いても、新型コロナウイルス感染症の脅
威が長期にわたり続き、感染者の拡大・増加に伴う社会
経済活動に深刻な影響がおよんでおります。
　茨城県間税会連合会では、こうした状況下でもあり、
会員様の安心・安全・健康等を考慮して会議等の活動
を全面的に中止にしております。
　厳しい環境ではありますが、今後の間税会の活動に
当たっては、新型コロナウイルス感染症の状況を注視し
ながら感染拡大防止策等を踏まえた活動により、引続き
管轄税務署との連携を図りながら税に対する研修会、
啓発活動等に取り組んでまいります。
　また、新型コロナウイルス感染症が収束し、経済活動
が回復することを心よりお祈り申し上げます。

　新型コロナウィルス感染症の感染者が国内で確認さ
れて２年が経ち、少しずつ環境が変わってきていること
を感じています。テレワークの普及やWeb会議の実現
は生産性向上の利点もあるうえ感染リスクの接触回避
に大きく影響し、開発が進んでいる経口治療薬が承認
されれば、ウィルスと共存しながらコロナ禍前の生活が
送れるようになるのではと期待しているところです。
　長野県連並びに県下各単位会の事業においては、
各圏域の感染状況を見極めながら感染対策を講じ活
動を行っております。来年度も実情を勘案し活動を推進
して参りますので、ご指導ご 撻をお願い申し上げます。
　最後に、関東信越間税会連合会員皆様の益々のご
健勝と事業のご繁栄を祈念申し上げご挨拶とさせてい
ただきます。

　令和2年から続く新型コロナウイルス感染症も、繰り
返される緊急事態宣言やまん延防止措置などを経
て、10月に入り徐々に感染者が縮小傾向になってきま
した。
 この2年は活動に制限が掛かり、研修会・役員会・総
会などすべて中止となり書面決議やWeb使用の方式
に変更して乗り越えて参りました。
　その上で、「ゼロ無い運動」クリアーファイル・税の標
語・消費税アンケートにつきましては9単位会すべてが
達成する事ができ、5年連続で推進しています。
　過日、令和3年10月26日に的確な感染予防のもと、
25名の役員にご参加いただき役員会を開催いたしま
した。やはりお互いの顔を見てのコミュニケーションは
格別の喜びでした。そして今後の組織拡大「賛助会
員・個人会員の会員増強」を約束し役員会は終了しま
した。

会
茨

今年度に於いても、
威が長期にわたり続き

栃木県間税会連合会 
会　長　中 島 　 理

　 栃木県間税会連合会では、新型コロナ感染症の予
防に努めながら税務御当局と連携し、世界の消費税ク
リアファイル・税の標語・税金クイズ・租税教育等の活動
を通じ、消費税の啓蒙に努めています。また、消費税の
インボイス制度導入についても各種広報ツールを用い
て、周知広報を行っています。

の脅
社会

栃木
会　

栃木県間税会連合
防に努めながら税務御
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令和3年度理事会・第32回定期総会を開催
　令和3年6月18日（金）、書面による「令和3年度理
事会」が開催されました。
　理事会では、総会に付議する議案についての審
議があり、承認されました。
　その議案では、「予算案」に将来の資金需要への
対策として特別準備金（2,000,000円）が設定され、ま
た、事業計画（案）の令和4年4月1日現在の会員増
強目標は20,500人社とされています。
　また、併せて当連合会の組織・活動状況について
も審議を行い、依然として全国一の会員数を有する
局間連ではあるものの、その会員数は減少傾向にあ
ることを踏まえ、組織増強対策の一つとして組織増
強推進費（奨励金）の支給基準を改正（増額）する
こと、及び「税の標語」の優秀作品に係る副賞代を
増額すること等が決議されました。

長野間税会　小山　紀雄 様  日穀製粉株式会社
佐久間税会　依田　方伯 様  芙蓉酒造協同組合

組織状況と拡大強化

関東信越間税会連合会組織状況推移表　令和３年４月１日現在（単位 人/社）

令和３年度重点施策　　　 
組織の拡大強化と財政基盤の確立　（令和４年４月１日現在の会員数の達成目標20,500人社）　

　また、同日、書面による「第32回定期総会」が開催
されました。総会では、理事会から付議された令和2
年度事業報告及び収支決算及び令和3年度事業
計画（案）及び事業計画書（案）が原案通り承認さ
れました。

浦和間税会　野本　幸夫 様 埼玉縣信用金庫浦和支店
浦和間税会　野田　一郎 様 武蔵野銀行浦和支店
川口間税会　小林　政氏 様 税理士法人 小林合同会計

区分 令　３   令　２   令　元   平３０   平２９   平２８   平２７   平２６  平２５   平２４
　　　会員数    会員数   会員数   会員数   会員数  会員数   会員数   会員数   会員数   会員数

埼玉   6,885      7,426      7,578      7,817     7,752    7,135      6,815     6,648      5,959     5,836

茨城   3,412      3,527      3,515     3,399     3,276    3,220     3,166     2,972      2,950     2,882

栃木   1,704 　 1,793　1,818　 1,809      1,705    1,514      1,775      1,792     1,748     1,824

群馬   2,479      2,567      2,559    2,557      2,536    2,488     2,467      2,447      2,318  2,233

長野   3,230      3,258      3,195     3,188     3,243     3,174     3,110     3,064      3,074     3,054

新潟   2,041      2,112     2,397      2,406     2,377    2,311    2,344     2,324      2,400  2,398

合計     19,751  20,683  21,062    21,176   20,889  19,842   19,677  19,247   18,449     18,227
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全間連が募集した令和３年度の「税の標語」には、全国から478,276点の応募があり、そのうちから
最優秀作品1点、優秀作品4点、佳作10点、入選作品285点の合計300点が表彰されました。
当連合会関係では96,921点の応募がありしました。
【全国間税会総連合会 最優秀賞】　（当連合会募集作品）
インボイス　しっかり学んで　正しい納税　　　　　　  　　　　　 茨城県常陸太田市　 泊　和太　   （太田間税会）
【全国間税会総連合会 　優秀賞】　（当連合会募集作品）
3密を　避けてみんなで　e-Tax　　　　　  　　　　            草加市立西町小学校　田中有紀美　（川口間税会）
【全国間税会総連合会 　佳　作】　（当連合会募集作品）
インボイス　足音近づく税改正　先に学んで企業を守る　　　            長野県上田市　小林　直文　（上田間税会）
租税教室 知って分かった税のこと ここからスタート感謝の気持ち  鹿沼市立みどりが丘小学校    渡邉　陽光   （鹿沼間税会）
【関東信越間税会連合会長賞】
消費税　誰もが納める　身近な税　　　　　　　　　　　 埼玉県立浦和商業高等学校　 北川　　凛　 (浦和間税会)
コロナ禍で 三密避けて 自宅で申告 e-Tax　　　　　　                株式会社 木下製餡　 木下　信次　　(大宮間税会)
消費税　ぼくらも小さな　納税者　　　　　　　　　　　　　　　草加市立西町小学校　莟　遼太朗　 (川口間税会)
税金へ 関心深め知るために　みんなでつくる税の標語　　　　　所沢市立松井小学校　 西　　珠月　 (所沢間税会)

税のこと　知って納得　つくる未来　　　　　　　　　　　　  鳩山町立鳩山中学校　 富田　桜空　(東松山間税会)
消費税　大人も子供も　納税者　　　　　　　　  　　　　　　  深谷市立上柴中学校   細田　　理　  (熊谷間税会)

税金で　広がる未来と　明るい未来　　　　　　　　　　　　　 神川町立神川中学校    井田　歌音     (本庄間税会)
支え合い　税で描こう　すてきな未来　　 　　　　　　　　　    宮代町立前原中学校　 竹澤　早葵　(春日部間税会)
国政を　皆で支える　消費税　　　　　　　　　　   　　　　　  　　　　　　    　　中村　和男    (越谷間税会)
税金を知ろう　学ぼう　未来のために　　 　             　　　　　 笠間市立稲田中学校　 佐藤　那音 　  (水戸間税会)
税は 子どもたちへの 明るい未来の贈り物　　 　                  　　常総市立石下中学校　風野　瑞季 　  (下館間税会)
税を知り　未来を作ろう　国民で　　　　　　　　                     坂東市立猿島中学校　　稲毛田　心温　　(古河間税会) 
間接税　巡り巡って　あなたに届く      　　　　　　　　　     茨城県立藤代高等学校　   寺田由紀江  (竜ヶ崎間税会) 
１人が納めた　小さな希望　みんなで納める　大きな希望        宇都宮市立雀宮中学校　 神尾　璃紗 (宇都宮間税会)
税金を　正しく納め　明るい未来　　　　　　　　                     足利市立梁田小学校　　小川　智大　　(足利間税会)
納税で　互いを支えて　つながる未来　　 　                             藤岡市立北中学校　 石井　咲朱 　(藤岡間税会)
税金で　子育てくらし　支え合う　　 　                           　中之条町立中之条小学校　 本多　埜笑 　(吾妻間税会)
消費税　ぼくらにできる　未来の準備　　　　　　　　　　      沼田市立沼田中学校　 富澤　祐朔　 (沼田間税会)
納税も　e-Taxで　感染防止　　　　　　　　　　　　　　　館林商工会議所　古川　智哉 (館林税務署管内間税会)
納税は　豊かな未来を　紡ぐため　　　　　　　　                             　 　長野市　　菅野　　薫　　(長野間税会)
みんなでね  正しく税金おさめると  もっと豊かで明るいくにに  川上村立川上第一小学校　 今井　陽葵　　 (佐久間税会)
税の義務　いつか大きな　権利となる　　　　　　　　　　     上田市立真田中学校　 松澤　瑠奈　 (上田間税会)
税金は　暮らしを守る　ヒーローだ　　　　　　　　　　　　  上松町立上松小学校　 三浦　侑里　　 (木曽間税会)
税金で　未来の希望に　また一歩　　　                    　　　　　茅野市立長峰中学校　 油井　綾音　 (諏訪間税会)
税金で　かけろ未来へ　夢の橋　　　　　　　                   　　阿智村立阿智中学校　 征矢　爽乃    (飯田間税会)
コロナ禍も　税で救える　命あり　　 　 　　　　              　　　　　　　　　　　　   小林　弘幸(信濃中野間税会)
知ろう学ぼう考えよう　未来を託す　消費税　　　　　  　　 新潟大学附属新潟中学校    藤瀬　優子　  (新潟間税会)
税金で築く　明るい未来　豊かな暮らし　　　　　　　　　　   五泉市立五泉北中学校　 山﨑ゆみな　  (新津間税会)
繋げよう！　笑顔と未来を　納税で　　　　　　　　　   　　　　 魚沼市立広神中学校　松木　璃歩      (小千谷間税会)
正しく納税　見えてくるのは　明るい未来　　　　　　　　　 十日町市立川治小学校　 松澤來代里   (十日町間税会)
消費税　一人ひとりの　助け合い　　　　　　　　　 　　　　    妙高市立新井中学校　田中　千尋　   (高田間税会)

関信越間連だより

全間連が募集した令和３年度の「税の標語」には、全国から478,276点の応募があり、そのうちから
最優秀作品1点、優秀作品4点、佳作10点、入選作品285点の合計300点が表彰されました。

令和３年度　税の標語
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納税は　笑顔をつくる　第一歩　　　　   　　　　　　 埼玉県立浦和商業高等学校　和田　美優　　　(浦和間税会)
支え合う　豊かな暮らし　みんなの税　　　　　　　　　　　　　　 埼玉栄高等学校   永洞　来渚　　    (大宮間税会)
コロナ禍で　ますます便利な　e-Tax !　　　　　　　 　　　　　　　栄東高等学校　 木下　昴舜　　  (大宮間税会)
税金で　未来へつながる　バトンリレー　　　　　　　　　　 草加市立西町小学校　 瀬尾　凌功　　 (川口間税会)
目を向けて　正しく知ろう　税のこと　　　　 　　　　　　　　狭山市立入間野中学校　 加藤　心寧　    (所沢間税会)
税金は　社会を動かす　大黒柱　　　　　　　　　       　　　  鳩山町立鳩山中学校　 寺嶋　緋里   (東松山間税会)
もっと知ろう　日本を支える　消費税　　　　　　　　　       　 深谷市立深谷中学校　長島　綺那   　(熊谷間税会)
全員で　理解深める　税の意義　　　　　　　　　       　 　 寄居町立男衾中学校　 仙北谷裕紀       (熊谷間税会)
納税は　住みよい社会の　安心貯金　　 　　　 　　　  本庄東高等学校附属中学校　富田穂乃香  　   (本庄間税会)
納税で　広がる未来　咲く笑顔　　 　　　　　           　　　  宮代町立前原中学校     金窪　理紗　 (春日部間税会)
税金は社会の血液です　まわそう、社会を。暮らしを。     　　　　 桜川市立桃山学園　  市塚　梨花     (下館間税会)
我々の　くらし支える　消費税　築き上げよう　明るい未来　 茨城県立藤代高等学校　 三上　　萌    (竜ヶ崎間税会) 
知ろう　学ぼう　考えよう　税のしくみと使い方　 　　　　　茨城大学教育学部附属中学校  島田　和子   (水戸間税会)

税金の　知識を学んで　明るい未来　　　　　　　　　       　　坂東市立南中学校　 須藤　祐香      (古河間税会)
我が家では　ステイホームで　e-Tax　　 　      　　　　　　上三川町立明治中学校　 吉澤　桃果  (宇都宮間税会)
税と人　寄りそっている　この社会　　　 　　　　　　   　   足利市立小俣小学校　 飯塚　心那　  (足利間税会)
このまちを　守ろう造ろう　税金で　　　　　　　　　　　　        佐野市立南中学校　 関口　斗夢　    (佐野間税会)
税金に　日本の未来　私の未来　　　　 　　　　　　　 　　上野村立上野中学校    仲澤　瑛音    (藤岡間税会)
消費税　明るい未来に　つなぐバトン  　　　　　　　　　　　沼田市立池田中学校   富澤　蒼衣    (沼田間税会)
税金で　輝く未来　明日への扉　　　　　　　　　     　　 みなかみ町立水上中学校　 佐々木幹仁   　(沼田間税会)
世の中の　基盤をつくる　納税者   　　　　　　　  　　　　  館林商工会議所　内田小百合  (館林税務署管内間税会)
協力と　税で作る　良い未来　　　　　　　　　       　 　中之条町立中之条小学校　 田村　逞隼   　(吾妻間税会)
税のこと　真 に考え　未来へと　　　　　　　　　       　 　　　　　　　長野市　 今泉　知之   　(長野間税会)
国民の　暮らしをまもる　消費税　　　　　　　　　　　　　上田市立塩田中学校　　川田多可未　   (上田間税会)
税払い　たくす未来の　たねになる　　　　　　　　　  　　 佐久市立中佐都小学校　 小林　映月   　(佐久間税会)
支えよう　みんなの税で　故郷の景色　　　　　　　  　下諏訪町立下諏訪中学校　 宮崎　  翔　　 (諏訪間税会)
広げよう　税の理解と　笑顔の輪　　　　　　　  　　　　 茅野市立東部中学校　田川　裕吾　　 (諏訪間税会)
税金を納めることが　輝く未来への　道しるべ　　　　　 岡谷市立岡谷東部中学校　宮坂　結愛　　 (諏訪間税会)
消費税で　社会参加の　第一歩　　　　　　　  　　　南木曽町立南木曽小学校　 松原日向姫　　 (木曽間税会)
税金を　納めてえがく　日本の未来　　　　　　　　　　     泰阜村立泰阜中学校　　内藤　大雅　   (飯田間税会)
納税で　築いていこう　暮らしと学び　　　 　　　　　　    新潟市立黒崎中学校　 石山衣智香     (新潟間税会)
持続可能な社会のために　私たちの希望のために　納める税 新潟大学附属新潟中学校   高橋　くらら      (新潟間税会)

学校に　街にくらしに　活きる税　　　　 　　　　　　　 　　　新潟市立金津中学校   本田　崇登 　 (新津間税会)
税金を　納めてよりよい　国づくり　　　　　　　　　　　　新発田市立紫雲寺中学校　 小林　琉夜　 (新発田間税会)
税金は　みんなで出し合い　支え合う　　　　 　　　　   小千谷市立小千谷中学校   廣井　蓮斗 (小千谷間税会)
繋がるよ　皆の未来　税金で　　　　　　　　　　　　　 　十日町市立西小学校　上村　七菜　 (十日町間税会)

考えよう　税の役割　使い道　　　　 　　　　　    　　　  妙高市立新井中学校   池田那奈心    (高田間税会)
コロナ禍で　知った税の　ありがたみ　　　　 　　　　    　 上越市立城西中学校   宮澤　健人    (高田間税会)
きっとくる　税金パワーで　コロナ禍脱出　　　　 　　　　　糸魚川市立能生中学校 　伊藤　胡桃   (糸魚川間税会)
納税で　創ろう未来　豊かな社会　　　　　　　　　　　　きらやか銀行村上支店   熊谷　　崇      (村上間税会)

【税務署長賞】

コロナなど　我らが税で　やっつけろ　　　　　　　　　   　 　 上越市立城東中学校　 鈴木　もも香　     (高田間税会)
僕は思った　税を理解するたび　重要だということが　　　　 糸魚川市立能生中学校　 川合　晴音     (糸魚川間税会)
e-Tax　自宅で申告　できました　　　　　　　　　　　　　　　 村上信用金庫本店　 五十嵐和明     (村上間税会)
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間税会活動の功労により、12名の方が令和３年度納税功労表彰を受けられました。
受章されました皆様に対しまして、関東信越間税会連合会会員一同、心よりお祝い申し上げます。

染谷　幸一
全国間税会総連合会常任理事
関東信越間税会連合会理事
埼玉県間税会連合会副会長　
浦和間税会会長

中島　祥博
全国間税会総連合会常任理事
関東信越間税会連合会副会長
群馬県間税会連合会会長
前橋間税会常務理事

関亦　数斗
前全国間税会総連合会副会長
前関東信越間税会連合会会長
前埼玉県間税会連合会会長
前浦和間税会会長

間税会活動の功労により、12名の方が令和３年度納税功労表彰を受けられました。
受章されました皆様に対しまして、関東信越間税会連合会会員一同、心よりお祝い申し上げます。

令和３年度 納税功労表彰受彰者

塩田　尚
茨城県間税会連合会理事
土浦間税会副会長

石田　順一
栃木県間税会連合会副会長
真岡間税会会長

橋谷　篤
群馬県間税会連合会理事　
藤岡間税会副会長

仁科　俊夫
埼玉県間税会連合会常任理事
浦和間税会副会長

鴨井　保夫
関東信越間税会連合会理事
埼玉県間税会連合会副会長
所沢間税会会長

古澤　郁夫　
関東信越間税会連合会理事
新潟県間税会連合会副会長
十日町間税会会長

宮入　武男
長野県間税会連合会理事
上田間税会副会長

青木　拓
長野県間税会連合会理事
伊那間税会副会長

昼間　孝一
全国間税会総連合会常任理事
関東信越間税会連合会理事
埼玉県間税会連合会副会長
大宮間税会会長

十日町間税会会長

間もなく令和３年分の確定申告が始まります
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(1)　組織拡大への取組
  私は平成29年4月から令和3年3月までの2期4年間、川口間税会の会長を務めさせていただきました。この4年間で、新
規加入586人社、退会216人社、純増370人社、会員数800人社を達成することが出来ました。この4年間の入会者数の
内容は会長として228件、4金融機関で221件その他で137件となりました。
　私はこの20年間で川口市監査委員を12年、税理士会関係で川口支部長、関東信越税理士会で専務理事、副会長を
9年、川口商工会議所で中小企業経営委員会委員長、副会頭等を12年務めました。この間色 な々業種の人 と々の交流
をさせていただきました。当時川口間税会の会長に就任したことを機に今迄交流を深めさせていただいた企業を訪問し、
我国の基幹税である消費税の重要性について理解と協力を頂き、間税会の入会をお願いしました。各企業を訪問する
ごとに熱が入り後を振返ってみましたら、430人社から4年間で800人社に組織が拡大していました。役員皆で理解し協力
の結果大きな力となりました。 今後、消費税制についてはインボイスの導入等大きな転換期を向かえていますのでより大き
な組織として発展させたく思っています。
(2)　税の標語
  税の標語の募集方法については、各小中学校と各市の租税推進協議会との協議が行われ、租税教室の開催につい
て開催する時期、学年の希望が提示され各税務署と打ち合わせを行い、日時学年とクラスが確定します。この場合今迄
は各学校の卒業年度の12月頃から3月の卒業直前の日程が主でありましたため、全間連の締め切り時期を過ぎてからの
租税教室開催となり、選考結果と表彰状授与が卒業後となってしまうため租税教室での応募が出来ない状態でしたが、
ここ数年は各小中学校の租税教室開催時期が各年度の前半に行われるようになりました。
　租税教室開催と税の標語募集活動については、税理士会支部と連携を強くすることによって募集活動がスムーズに
行えるようになりました。日本税理士会連合会組織の中に租税教育推進部があります。関東信越税理士会各支部には
必ず租税教育推進部が組織されていますので、各支部の支部長、副支部長等の役員と連携し租税教育推進部長を間
税会役員として迎え入れ、税理士会、税務署と連絡を密にすることが必要です。租税教室開催日の数日前には各学校の
担当教職員と事前打ち合わせがありますのでその時小中学校に対しての租税に関する教育の必要性と同時に租税に
ついて関心を持ってもらう方法の1つとして税の標語についての説明と、応募用紙を渡しお願いすることにより募集が効
率よくできました。現在の小中学校の生徒数は1クラス30人前後で3～4クラスです。生徒1人平均3～4件の応募がありま
すので、1校で300～400件位になります。是非税理士会各支部との協調を行ってみてください。　（顧問 小林政氏）

川口間税会 会長 森川昌紀

浦和間税会　会長 染谷幸一

　コロナ禍のあいだは対面の行事が難しく、活動が思うようにできませんでした。会員の皆様向けにオンラインでの研修
を考えましたが、会単独では開催が難しかったため、ランチェスター協会様に全面的にご協力頂き、ランチェスター戦略
のオンライン研修を開催することができました。9月6日入門編と10月6日実践編の2回に分けてご講義頂き、その後、年内
のオンデマンド配信もご準備頂き、復習等に利用できるようにして頂きました。　（女性部長 松本泰世）
ZOOM配信（質問可）
講 師　ランチェスター協会常務理事　名和田 竜　先生
 ９月６日(月)　業界大再編時代を生き抜く ！　【パートⅠ】　これならわかる !　ランチェスター戦略 入門編
10月６日(水)　業界大再編時代を生き抜く ！　【パートⅡ】　これならわかる !　ランチェスター戦略 実践編

間税会の活動状況

春日部間税会 会長 横井英明
　春日部間税会では令和3年度「税の標語」の応募作品数が6606点を数えました。コロナ禍において、学校行事が大変
立て込んでいる中、活動エリア内の中学校の先生方のご理解とご協力をいただておりますことに、心より感謝申し上げます。
当会といたしましても、中学校の先生方のご負担を低減させるべく、
① 以前は学校側で10作品の選定をお願いしておりましたが、応募いただきまし全作品を当会にて受け付けすること。
② 返信用の送り状を添付致しまして、着払いでの郵送を可能にしたこと。
上記2点の改善を行わせて頂きました。
　応募いただきました15校に対し上位10名、合計150名に「世界の消費税図柄刷り込みクリアファイルを贈呈し、当会独
自に5点の「税制委員長賞」を設けるなどの工夫を致しております。また、税を考える週間では市内ショッピングモールへ入
選作品の掲示を行い、優秀作品を多くの皆様にご覧いただく機会を設けました。
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秩父間税会　会長 山根義法
　過去数年間にわたり、秩父間税会の役員が小学校の租税教室の際に「世
界の消費税図柄刷込みクリアファイル」を６年生の児童全員に配布して日本
の消費税の仕組みについて説明し、合わせて世界の消費税率との比較につ
いても紹介してきました。このクリアファイルは児童の皆さんには興味深く映るよ
うでとても楽しそうに見入っていました。租税教室の講師にはこれまで関信越
税理士会の先生方や法人会の皆さん、そして地域の担当職員の皆さんによ
って開催されていましたが、昨年度より、秩父地域にある２２校の小学校のうち
８校・１０教室について秩父間税会の役員によるクリアファイルを使っての租税
教室の講師にも挑戦してきました。

　講師を勤めていただく役員の皆さんは川越税務署の広報公聴官による事前の租税教室勉強会を受講し、それぞれ
のキャラクターを交えながら講師として臨んできています。どの小学校の児童の皆さんもとても素直で熱心に聞き入ってい
ました。最後に一億円のレプリカを見せて触れてもらうと、その大きさと重さ（約１０ｋｇ）に感動するのか、楽しい授業の締
めくくりに最適だった気がします。これからも租税教育の推進のために尽力していきたいと思います。

竜ヶ崎間税会 会長 安達　實

　令和3年2月15日、確定申告の受付を前に車輛ステッカーでICT（情報通信技術）を利
用した申告納税などを呼び掛けるＰＲ活動を実施しました。

竜ケ崎税務署　山本武幸 署長　
竜ケ崎間税会　安達　實 会長

　前橋間税会女性部では納税に関する啓発・広報活動の推進を目的に、
サンドアート「税の砂物語」を制作いたしました。現在、前橋税務署の
待合場所や前橋地方合同庁舎入口のデジタルサイネージなどで放映され
ており、同時に国税庁動画チャンネルにもアップロードされています。
　今年度は、より多く方にお楽しみいただけるように、字幕付きになって国
税庁動画チャンネルに再アップされました。サンドアートの美しさと、内容の
わかりやすさから、大変好評をいただいております。下記QRコードから視
聴いただけますので、ぜひご覧ください。

前橋間税会　会長 石川直美

佐野間税会　会長 田中和美
　佐野間税会や佐野法人会など市内団体で組織する「正しい申告と納税推進
都市協議会」による「税に関する標語・ポスターの審査会」が９月30日、佐野商工
会議所で開かれました。
　中学生に税への関心を高めてもらおうと、2005年度から毎年開催しており、佐
野市内11中学校から作品を募集しました。本年度の応募作品は、標語666点、ポ
スター93点、同協議会の会員や佐野税務署、県、市の関係者14人が審査員とな
り、両部門ともそれぞれ16点の優秀作品を選びました。
受賞作品は、12月１日発行の同協議会会報誌で紹介されます。

前橋税務署待合場所で放映中

　令和3年11月10日(水)、茨城県税務連絡協議会主催の「税を考える週間」記念講演
会に茨城県間税会連合会理事他9名様が参加致しました。
　関東信越国税局長の成田耕二様による演題「最近の財政と税務行政について」の
講演は参加者の皆様から分かり易い内容の講演と好評でありました。  
また、講演後「キャッシュレス納付推進宣言式」を実施致しました。

税に関する標語・ポスターの審査会



関信越間連だより

  11

　令和3年5月9日（日）、高崎間税会青年部は、群馬県伊勢崎市にある
公益財団法人相川考古館にて、親睦会を含めた見学会及び広報活動
を行いました。前年度は新型コロナの影響により行事は行えずにいまし
たが、新年度というタイミングもあり、歴史施設への理解、会員同士の親
睦交流、一般の方 と々の交流を目標に、久しぶりに事業を実施する運び
となりました。
　当日は昼食を挟みながら、館主催の特別イベントである石州流茶会や
武源流居合抜刀術の観覧・体験を行い、また埴輪や江戸時代の住居等
歴史に触れました。
　まん延防止等重点措置適用前ということもあって、参加者は10名と決
して多くはありませんでしたが、高崎税務署からも土本上席に参加頂き、
一般見学者30名の中に混じって、税金クイズで交流し、大いに楽しみ充
実の一日を過ごすことができました。

高崎間税会　会長 服部敏雄

　令和３年１０月２６日（火）長野市内にて「適格請求書等保存方式（インボ
イス制度）について～令和３年１０月１日より適格請求書発行事業者の登録
申請がはじまります」と題し、長野税務署の法人課税第一部門上席国税調
査官遠藤敏夫氏を講師に迎えて税務研修会を開催しました。
　２年後に開始される適格請求書等保存方式については昨年も研修会を
開催しておりますが、より詳細な内容での講演をしていただきました。また、
制度開始にあわせて適格請求書発行事業者として登録するためには原
則として令和５年３月３１日までに登録申請を行う必要がありますので、速や
かに準備を整えていただくよう呼びかけをいたしました。
　研修会当日は、感染対策をした会場にて大勢の会員の皆様よりご参加
を賜り、熱心に受講していただきました。

長野間税会　会長 倉石和明

佐久間税会　会長 原　桂一

　令和3年度事業では「税の標語」集めを最大の目標としました。夏休み
前に管内の小学校37校の校長先生と小諸市・佐久市の教育長に夏休み
中の児童への標語作成を依頼しました。
　租税教室で税を学んだ6年生を対象に募集した結果は22校833名から
1540作品という多くの成果を得ました。これは長野県の間税会ではトップだ
ったとのことをお聞きし役員一同喜びに包まれました。その作品から全間連
に推薦する5作品を選ぶのは嬉しくも大変な作業となりました。佐久税務署
長にも喜んでいただき税務署長賞を選考いただけたことも感謝しています。
　全間連および関信越連合会からも入選・入賞の吉報が舞い込みました。
佐久間税会長賞、佐久間税会佐久支部長賞、同小諸支部長賞も新たに
選考し、ご協力いただいた学校のうち18校には感謝状を贈呈しました。さら
に応募いただいた全児童に世界の消費税率ファイルとともに記念品として
特製定規を贈呈しました。
　今は各学校に手分けして感謝状・賞状・記念品をお届けしています。今
回ご応募いただけなかった学校も全校訪問し、応募状況・選考結果をご報
告し、来年度のご協力を依頼しています。

税務署長賞と学校感謝状贈呈式

青年部親睦会・見学会及び広報活動
（群馬県伊勢崎市の公益財団法人相川考古館）

講師：長野税務署法人課税
第一部門上席国税調査官
遠藤敏夫氏

応募記念品の特製定規贈呈
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